
お知らせ

パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
で
き
ま
す

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
る
パ
ス
ポ
ー

ト
の
更
新
手
続
き
が
11
月
１
日
か
ら
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

対
象　
現
在
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お

持
ち
の
人　

※
一
部
対
象
外
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

必
要
な
も
の　
〇
有
効
期
間
内
の
パ
ス

ポ
ー
ト　
〇
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ

ス
ワ
ー
ド
な
ど
が
必
要
）　

〇
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
る
電
子
機

器
な
ど

そ
の
他　
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請

す
る
場
合
や
、
す
で
に
失
効
し
て
い
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の

受
け
取
り
に
は
本
人
が
来
庁
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
２

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　
毎
年
11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金
記

録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、
将
来
の

詩
部
門　
「
夏
の
終
わ
り
」

小
説
・
随
筆
等
部
門　
「
諦
め
る
勇
気
」

短
歌
部
門　
「
季
節
と
暮
ら
す
」

一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部

小
説
・
随
筆
等
部
門　

井い
の
上う
え
明あ
き
彦ひ
こ
さ
ん（
備
中
町
平
川
）

俳
句
部
門　
「
夏
」

川
柳
部
門　
応
募
者
な
し

第第
1919
回
高
梁
市
文
学
選
奨

回
高
梁
市
文
学
選
奨
　
第
19
回
高
梁
市
文
学
選
奨
に
は
、「
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
」
６
部
門
46
作
品

（
27
人
）、「
小
・
中
学
生
の
部
」４
部
門
54
作
品（
54
人
）、
計
１
０
０
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
入
選
８
点
と
佳
作
11
点
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
令
和
６
年
３
月
に
発
刊
予
定
の
「
高
梁
の
文
学
」
に
掲
載
し
ま
す
。

一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部

小
・
中
学
生
の
部

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
６

青青
あおあお

野野
のの

学学
がくがく

而而
じじ
さんさん

（川面町）（川面町）
真真
まま

野野
のの

みどりみどりさんさん
（玉川町増原）（玉川町増原）

童
謡
作
詞
部
門　

「
ウ
ン
チ
に
さ
よ
う
な
ら
」

小小
ここ

見見
みみ

山山
やまやま

佐佐
ささ

美美
みみ

恵恵
ええ
さんさん

（落合町阿部）（落合町阿部）

俳
句
部
門　
「
春
風
」

角角
つのつの

瀬瀬
せせ

君君
きみきみ

子子
ここ
さんさん

（中井町西方）（中井町西方）
青青
あおあお

野野
のの

学学
がくがく

而而
じじ
さんさん

（川面町）（川面町）

大大
おおおお

内内
うちうち

若若
わかわか

芭芭
ばば
さんさん

（川上中２年）（川上中２年）
宮宮
みやみや

井井
いい

彩彩
ああ

寿寿
すす

花花
かか
さんさん

（有漢東小３年）（有漢東小３年）

川
柳
部
門　
「
余
生
」

川川
かわかわ

上上
かみかみ

幸幸
さちさち

子子
ここ
さんさん

（成羽町長地）（成羽町長地）

短
歌
部
門　
「
夏
」

小
・
中
学
生
の
部

詩
部
門
　平ひ
ら
松ま
つ
賢け
ん
治じ

さ
ん（
高
梁
小
３
年
）

短
歌
部
門
　

１
席
　
加か

藤と
う
未み

菜な

さ
ん（
川
上
中
２
年
）

２
席
　
大お
お
塚つ
か
る
な
さ
ん（
川
上
中
２
年
）

俳
句
部
門
　

１
席
　
大お
お
畑は
た
優ゆ

珠ず

さ
ん（
有
漢
東
小
３
年
）

２
席　
入い
り
江え

彩あ

瑚こ

さ
ん（
有
漢
東
小
３
年
）

入
選
作
品

佳
作

詩
部
門　柳や

な
井い

ア
キ
ヨ
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

短
歌
部
門　

真ま

野の

み
ど
り
さ
ん（
玉
川
町
増
原
増
原
）

俳
句
部
門　

柳や
な

井い

ア
キ
ヨ
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

川
柳
部
門　

　
　
西に
し

村む
ら

毅つ
よ
しさ

ん（
中
井
町
西
方
）

童
謡
作
詞
部
門　

冨と
み
谷や

和か
ず
馬ま

さ
ん（
川
上
町
上
大
竹
）

森
林
に
関
す
る
意
向
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
「
森
林

経
営
管
理
法
」
に
基
づ
き
、
市
内
に
杉

や
桧
の
人
工
林
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人

に
対
し
、
所
有
森
林
の
経
営
や
管
理
の

方
法
等
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
年
次
的
に
順
次

実
施
し
て
お
り
、
意
向
に
よ
っ
て
は
森

林
の
場
所
や
状
況
を
現
地
調
査
し
、
森

林
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う

な
管
理
を
提
案
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
下
半
期
で
は
川
上
町
地
頭
、

下
大
竹
、
七
地
、
吉
木
、
領
家
地
区
で

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
課
☎
21
‐
０
２
２
３

住
生
活
総
合
調
査
を
実
施
し

ま
す

　
12
月
１
日
、
全
国
で
住
生
活
総
合
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住

生
活
基
本
法
に
基
づ
く
住
生
活
の
安

定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推

進
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の
中

か
ら
一
部
を
選
び
、
全
国
で
約
10
万
世

帯
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

日
本
年
金
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上

で
、
年
金
見
込
額
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
） https://w

w
w

.
nenkin.go.jp/n_net/

問
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

☎
21
‐
０
５
７
０

　
対
象
世
帯
に
は
11
月
下
旬
か
ら
郵
送

に
よ
り
調
査
票
が
配
布
さ
れ
ま
す
の

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
送
に
よ
る

回
答
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
☎
21
‐
０
２
３
７

高
梁
警
察
署
だ
よ
り

犯
罪
被
害
者
に
支
援
を

犯
罪
被
害
者
に
支
援
を

　
11
月
25
日（
土
）～
12
月
１
日（
金
）は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
事
件
や
事

故
の
被
害
に
遭
っ
た
被
害
者
や
そ
の
家

族
は
、
そ
の
後
の
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
に
直
面
し
ま
す
。
被
害
者
や

家
族
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
、

平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
社
会
全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口　
お
か
や
ま
被

害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
☎

０
８
６
‐
２
３
３
‐
８
３
４
９（
月
～

金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

民
間
の
被
害
者
支
援
団
体　
電
話
や
面

接
に
よ
る
相
談
、
警
察
・
検
察
庁
や
裁

判
所
へ
の
付
添
支
援
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
公
益
社
団
法
人
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
お
か
や
ま
☎
０
８
６
‐
２
２
３

‐
５
５
６
２（
月
～
土
曜
日 

午
前
10
時

～
午
後
４
時
）　

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
か
や
ま
犯
罪
被
害
者

サ
ポ
ー
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
☎
０
８
６

‐
２
４
５
‐
７
８
３
１（
土
曜
日 

午
後

１
時
～
４
時
）

問
高
梁
警
察
署
警
務
課
☎
22
‐
０
１
１
０

高梁市の市外局番は「0866」です 10Ｒ5 (2023) 11 月11 Ｒ5 (2023) 11 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

山山や
ま
や
ま

あ
い
の

あ
い
の  

棚棚た
な
た
な

田田だだ

彩彩い
ろ
ど

い
ろ
どるる  

彼彼ひひ

岸岸が
ん
が
ん

花花ば
な
ば
な  

緋緋ひひ

色色い
ろ
い
ろ

のの
畦畦あ
ぜ
あ
ぜ

波波な
み
な
み  

里里さ
と
さ
と

のの
夕夕ゆ
う
ゆ
う

暮暮ぐぐ

れれ　
　
　
　

大大だ
い
だ
い

福福ふ
く
ふ
く

蔦蔦つ
た
つ
た

枝枝ええ

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

短
歌
短
歌  　
　
　
　

大大お
お
お
お

穴穴あ
な
あ
な

がが  

ズ
ボ
ン
の

ズ
ボ
ン
の
膝膝ひ
ざ
ひ
ざ

にに  

で
ん
と
あ
る

で
ん
と
あ
る  

日日ひひ

毎毎ご
と
ご
と

汗汗あ
せ
あ
せ

す
る
す
る  

労労ろ
う
ろ
う

働働ど
う
ど
う

のの
証証
あ
か
し

あ
か
し　
　
　
　

新
倉
ヨ
シ
コ

新
倉
ヨ
シ
コ
さ
ん（
成
羽
町
布
寄
）

さ
ん（
成
羽
町
布
寄
）


